
 

 

令和３年度事業計画について 

 

 <基本方針> 

 

農業・農村は、県民の生存に不可欠な食料を生産するという重要な役割を担っ

ているだけでなく、国土や自然環境の保全、良好な景観の形成などの公益的機能

の発揮を通じて、私たちのくらしに重要な役割を果たしている。 

しかしながら、担い手の減少や高齢化が進むとともに、それに伴い耕作放棄地

の拡大が懸念されるなど厳しい状況に直面している。 

 他方、食の安全・安心はもとより、地元産品を求める消費者ニーズの高まりの

ほか、農業法人の増加や経営の多角化などから、就業の場としての農業への関心

がこれまでになく高まっている状況にある。 

 こうした情勢下において、（公財）いしかわ農業総合支援機構では、農業に関

するワンストップ窓口として、 

 

① プロの農業者から農業の応援団まで幅広い農業人材の確保・育成 

② 農業・農村が有する資源・特徴の活用や、特色ある県産食材の魅力発信・販路

拡大 

③ ６次産業化等による農業・農村の雇用と所得の増大 

④ コマツ、トヨタなど他産業のノウハウ・技術を積極的に取り入れた収益力向上

に向けた低コスト技術の実証・普及 

⑤ 「人材」「土地」「経営」の視点を踏まえ、農業参入に対する戦略的かつ総合

的な対策の推進 

などを通じて、担い手の育成、農業所得の拡大、農地の再生を進め、農業の成長

産業化を目指すものとする。 

 

なお、新型コロナウイルス感染症による、社会の変容や食を巡る事情の変化に対

応していくため、オンラインなどデジタル技術の活用を図るほか、感染防止対策を

徹底して事業を推進する。 

 



【事 業 計 画】 

 

公益目的事業１ 農村資源に関する相談、情報提供を行う事業 

 

(1) 農業に関して、ワンストップで相談対応できる総合窓口の設置 

(2) 農業人材育成の取組・支援体制のホームページ、求人サイトなどで情報発信 

(3) 新規就農者向け情報に特化したホームページの設置 

(4) 農地、住居、移住者等の情報収集・リスト化と関係機関での情報共有 

(5) 首都圏、関西圏での新農業人フェア、移住セミナー､「いしかわ農業キックオフ講

座」等リアル及びオンラインでの情報提供や就農相談の実施 

(6) ハローワークでの就農相談会、農林漁業就業合同面談会を通じた求人・求職者のマ

ッチング 

 

公益目的事業２ 農業に関する幅広い人材を確保・育成するための事業 

 

(1) いしかわ耕稼塾によるプロ農業者から農業のサポーターまでの幅広い人材の育成に

向けた各種研修について、一部オンラインを導入し開催 

〔農業者向け〕 

・ 将来、地域リーダーとして活躍が期待される若手農業者の経営・販売力向上を図

る「経営革新スキルアップコース」 

    ・ 大規模経営の運営に必要な高度なマネジメント手法を習得する「経営発展マネ

ジメントコース」 

・ 農商工連携等による農業の６次産業化に向けた農業者の経営、流通・販売等の能

力向上を図る「６次産業化研修」 

・ 女性農業者等を対象とした商品企画・販売スキル向上やネットワークづくりを図

る「女性農業者活躍セミナー」 

・ 雇用経営に必要な人材育成の方法、労務管理の理論と実務を学ぶ「企画管理力向

上セミナー」 

・拡 コマツと連携した農業用ブルドーザの基礎研修・トヨタ連携して農業カイゼン

塾開催など「他産業と連携した石川型収益向上モデル」を習得する研修を引き続

き実施するほか、新たに農業用ブルドーザや高収益施設園芸モデルの生産ほ場で

の現地研修を開催 

・ 新規就農者等のトラクタ操作など実践的技術習得の場の提供 

・ 農業法人等に雇用された農業経験の浅い農業者等を対象に、農業法人等で働きな

がら農業に必要な基礎知識について、新たに一部オンライン研修を導入し、習得

する「実践科」 

〔就農希望者向け〕 

・ 非農家出身者の自立就農に向けた「予科」「本科」「専科」など就農準備の段階

に即した研修 



〔農業の応援団向け〕 

・ 農作業体験や講義を通じて、一般県民の農業理解を促進する「農業学ぼうコー

ス」 

・ 駅前周辺や県庁を会場に、講義、実験を通じて農業や食について理解を深める 

「駅前アカデミー」「開放セミナー」 

・ 食品衛生や新型コロナウイルス対策等の研修による、地元資源の活用推進と地

域の魅力発信を推進する「農家民宿・農家レストラン講座」 

(2) 新規就農者の確保・育成支援 

・学生や会社員等が、休日等を利用し参加できる「農業法人見学会」「農業体験 

短期研修」の実施 

・ＵＩＪターンなど就農・定住を推進するための「農業インターンシップ」 

・コーディネーターが、就農相談から就農まで、農地探しや地域との調整等一貫 

してサポート 

・農業次世代人材投資事業（準備型） 

 新規就農前の準備期間（研修期間）の所得を確保するための給付金による支援 

(3) いしかわ農業参入支援ファンド 

中山間地域や世界農業遺産認定地域において、農業参入や規模拡大により耕作放棄地の

解消等を図る参入企業・農業法人等に対し、ファンド運用益を活用した営農開始段階での

初期費用等への支援 

 

公益目的事業３ 農業経営の発展、安定化を支援する事業 

 

(1) 認定農業者等の経営安定及び強化への支援 

・ 認定農業者、集落営農組織の育成と経営発展に向けた経営相談・診断活動 

・ 農業経営指導者の資質向上に向けた研修会の開催 

・ 担い手への農地集積に向けた農地の利用調整への支援 

(2) 農業者主体の園芸産地の担い手育成に向けた支援 

(3) 将来のいしかわ農業を担う次世代農業人が交流する「次世代農業人交流会」の開催 

(4) 県内の企業と連携した収益力向上に向けた基幹技術開発や農業用機器の改良 

(5) コマツと連携した農業用ブルドーザの普及推進 

(6) コマツと連携したホイールローダを活用した新たな低コスト畑作生産モデルの開

発・実証及び能登の赤土の効率的な土壌改良の現地実証 

(7) コマツ、東レと連携した地下水など自然エネルギーを利用した冷暖房技術、及び新

たな遮熱資材等を活用した高収益型施設園芸モデルの開発・実証 

(8) 新 ドローンを活用したＩＴ企業との連携による中山間地等の小区画ほ場での新た

な低コスト水稲生産モデルの開発・実証 

(9) トヨタのノウハウを活用した農業生産工程の見える化と現場改善を通じた生産効

率化の支援 

(10) いしかわ農業振興協議会、農業法人協会、農業青年グループ連絡協議会、女性農

業者グループ等の運営支援 

(11) 担い手の経営全体に着目して、対象農産物の価格下落等による収入の減少の影響 

を緩和する収入減少影響緩和対策積立金における農業者の積立金を管理 



公益目的事業４ 農産物の生産、流通及び加工を支援する事業 

 

(1) いしかわ百万石マルシェや地産地消受注懇談会等への参画支援とＩＳＩＣＯ等と

連携した商工業者とのマッチング活動の強化 

(2) 拡 食品協会と連携した食品王国いしかわ百万石マルシェの開催による県内外のバ

イヤー等とのマッチング支援や、新たな商品開発 

(3) 大手百貨店と連携した石川県フェアの開催やネット販売による販路開拓の支援 

(4) 味の素(株)と連携した地域食材ＰＲ活動による県民の県産食材利用促進の支援 

(5) 県関係部局と連携した商社バイヤー等の産地招へいや海外現地レストラン・輸入業

者等に対するセールス活動など本県の実情に応じた県産農産物の海外需要・販路開拓

の支援 

(6) 本県の特色あるブランド食材の魅力を浸透させるためのプロモーション活動の強

化 

(7) ６次産業化に取り組む農業者の商品開発や販路拡大に向けた取り組みへの支援 

 

 

公益目的事業５ 環境への配慮や農村資源の保全・活用、担い手への農地集積を支援

する事業 

 

(1) 耕作放棄地の解消に向けた関係者等の調整・マッチングの実施 

(2) 農地、住居、移住者等の情報収集・リスト化と関係機関での情報共有【再掲】 

(3) 農地中間管理事業 

県の指定を受け、農地中間管理機構がリース機関（農地バンク）として介在し、

農地集積・集約化、農業参入の促進、耕作放棄地の解消・発生防止等を図ることで、

地域の中心的な担い手への農地集積を推進 

(4) 拡 いしかわ里山振興ファンド 

平成 23年に創設した「里山振興ファンド」を 120億円から 180億円に拡充し、これ

までの里山里海の地域資源を活用した生業（なりわい）の創出支援をさらに充実させる

ほか、新たに、生業の担い手を目指す地域の若者や移住者に対する奨励金制度を創設 

 

 


